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市の人口 総数51,584人（男24,749・女26,835）世帯数14,920 (2月28日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

O平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
第
一
一
十
回
 
三
月
七
日
、
市
民
体
育
館
で
開
 

郎
選
手
（2
7‘
富
士
フ
ィ
ル
ム
）
 

日
本
リ
ー
グ
五
所
川
原
大
会
が
 
 

か
れ
、

本
市
出
身
の
三
橋
栄
三
 

の
活
躍
に
地
元
フ
ァ
ン
は
大
い
 

最
高
殊
勲
選
手
賞
に
も
輝
き
ま

ま
し
た
。
A丞
も
こ
れ
ま
で
一
一

位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て

ト
ッ
プ
。
 こ
の
日
も
、十
七
本

中
十
二
本
の
強
烈
な
ス
パ
イ
ク

を
決
め
、
観
衆
を
わ
か
せ
ま
し

た
。
 

会
場
で
息
子
の
活
躍
ぶ
り
を

熱
心
に
見
守
っ
て
い
た
三
橋
選

手
の
父
敬
蔵
さ
ん

（
7
3）
、
母

み
つ
さ
ん
（6
8）】
市
内
湊
は
、
 

「地
元
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
声
援
を
こ
ん
な
に
受
け
て
、
 

本
当
に
感
激
で
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
翌
八
日
、
弘
前
市
で
開

か
れ
た
大
会
で
も
三
橋
選
手
が

活
躍
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
が
新
日

鉄
を
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
三
対
一
一

で
破
り
ま
し
た
。
 

に
わ
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
が
本
市
で
開
か

れ
た
の
は
初
め
て
で
、
こ

の
日
は
、
三
橋
選
手
を
は

じ
め
我
が
国
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
の
プ
レー
を

ひ
と
目
見
よ
う
と
、
母
校

の
五
三
中
生
三
百
人
や
地

元
小
・
中
・
高
校
生
な
ど

約
ニ
千
五
百
人
が詰
め
か

け
ま
し
た
。
 

試
合
は
新
日
鉄
対
住
友

金
属
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
対

松
下
電
器
の
男
子
二
試
合

で
、
新
日
鉄
、
富
士
フ
ィ

ル
ム
が
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
 

こ
の
試
合
で
三
橋
選
手
は

期
待
通
り
、
正
確
で
強
烈

な
ス
パ
イ
ク
を
ビ
シ
ビ
シ

と
決
め
、
地
元
の
熱
い
声

援
に
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。
 

三
橋
選
手
は
昨
年
、過

去
最
高
の
六
四
・
四
智
の

決
定
率
を
マ
ー
ク
し
て
ス

パ
イ
ク
賞
を
獲
得
、
チ

ー
 

ム
優
勝
に
大
き
く
貢
献
、
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月I日制定） 

わたくしたちの先人は、不挽不屈の五所川原
魂をもってあらゆる困離を克服し新田を切り 

「り】き，今 IIの活力に満ちた五所川原市を築き

トげました。 
わたくしたちは、この伝統を継承し、広
い視野に立って西北津軽の人々と協調
し、郷土の限りない発展を瓢って，こ
こに市民憲章を定めます。 
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（第636号）② 広報ごしょがわら 昭和62年（1987年）4 月1日 

昭
和
六
十
ニ
年
度
市
議会
第
ニ
回
定
例
会
が
、
三
月
五
日
か

ら
十
六
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
は
、昭
和
六
十
ニ
年
度
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ

各
会
計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
、
議
会
初
日
に
六
十
ニ
年度
の
施
政
方
針
を
述

べ
、
そ
の
中
で
ニ
期
目
の
市
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ

く
ま
で
「
奉
仕
と
信
頼
の
市
政
」
を
貫
き
、
 居

力
と
う
る
お

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
決
意
を

示
す
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
一層
の
ご
支
援
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

「施
政
方
針
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

施
政
方
針
に
つ
い
て
所
信
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
 

「
」の
た
び
、
不
肖
私
は
、
市

民
各
位
の
新
た
な
る
ご
信
任
を

い
た
だ
き
再
度
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
市
民
各
位
並
び
に
議

員
各
位
の
ご
支
援
の
下
「
活
カ

と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
勢
発

展
の
た
め
津
身
の
努
カ
を
傾
注

し
て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓
い申

し
上
げ
ま
す
。
 

農
工
併

進
政
策
 

を
推
進
 

時
局
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
本
市

は
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の

指
定
、半
島
振
興
第
一
次
指定
、
 

工
業
用
水
道
を
完
備
し
た
漆
川

工
業
団
地
の
整
備
充
実
等
か
っ

て
な
い
展
望
が
ひ
ら
け
つ
つ
あ

り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
テ
コ
と
し
て
農
工

併
進
政
策
を
推
進
し
、
企
業
誘

致
、
地
場
産
業
の
振
興
、
働
く

場
所
の
確
保
、
所
得
水
準
の
向

上
を
目
指
し
全
カ
を
尽
く
す
な

ら
ば
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

を
五
所
川
原
を
拠
点
と
す
る
西

北
津
軽
並
び
に
津
軽
半
島
の
時

代
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
今

や
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と

確
信
す
る
も
の
であ
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、抜
本
的
交

通
問
題
の
解
決
が
急
務
で
あ
り

ま
す
が
、
五
所
川
原
大
橋
、
新

津
軽
大
橋
の
早
期
完
成並
び
に

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
の

早
期
実
現
に
つ
い
て
、
去
る
一
一

月
二
十
日
議
員
各
位
と
共
々

政
府
に
対
し
強
く
要
請
し
て
ま

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

特
に
日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動

車
道
に
つ
い
て
は
、
四
全
総
策
 
 

定
中
の
国
土
庁
が
高
規
格
幹
線

道
路
を
ニ
十
一
世
紀
初
頭
を
目

途
に
人
口
五
万
人
程
度
の
都
市

間
を
こ
れ
に
よ
り
連
結
す
る
欧

米
並
み
の
水
準
ま
で
引
き
上
げ

る
構
想
を
打
ち
出
し
た
矢
先
で

あ
り
、
こ
の
た
び
の
自
由
民
主

党
竹
下
幹
事
長
に
対
す
る
陳
情

を
契
機
に
更
に
強
力
に
運
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
 

農
家
所
得
の
 

向
上
を
目
指
す
 

農
業
は
、
本
市
の
不
変
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
。
 

更
に
厳
し
さ
を
増
す
減
反
政

策
の
中
で
あ
く
ま
で
米
と
リ
ン

ゴ
を
守
ら
な
け
れ
ばな
り
ま
せ

ん
。
同
時
に
「
禍
い
を
転
じ
て

福
と
な
す
」
べ
く
引
き
つ
づ
き

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
を
増
設

し
、
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指

す
と
共
に
東
北
自
動
車
道
、
新

青
森
空
港
の
開
港
に
伴
』
孟
速

交
通
時
代
に
対
応
し
て
野
菜
等

の
産
地
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

商
業
近
代
化
計
画

を
積
極
的
に
推
進
 

本
市
は
、
ま
た
百
年
の
伝
統

を
誇
る
商
業
の
ま
ち
で
あ
り
ま
 
 

す
が
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

に
お
い
て
も
西
北
津
軽
並
び
に

津
軽
半
島
の
経
済
の
中
心
と
し

て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
す

る
た
め
に
は
、
商
業
近
代
化
政

策
を
積
極
的
に
推
し
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

特
に
駅
前
再
開
発
を
図
る
た

め
に
は
そ
の
核
と
な
る
国
鉄
余

剰
用
地
の
取
得
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
に
お
い

て
取
得
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

は
人
づ
く
り
 

以
上
、
当
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
概
観
い
た
し
ま
し
た
が
、
 

ま
ち
づ
く
り
は
結
局
は
人
づ
く

り
で
あ
る
と
申
さ
ね
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
 

教
育
、
福
祉
、
体
育
の
振
興

な
く
し
て
活
力
と
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
不
可
能
で

あ
り
ま
す
。
 

若
人
に
は
気
概
を
も
た
さ
し

め
、
お
年
寄
に
は
生
き
が
い
の

あ
る
老
後
が
送
れ
る
よ
う
、
各

種
設
備
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

特
に
、
本
市
の
最
も
運
れ
て

い
る
も
の
に
老
朽
校
舎
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
財
政
極
め
て

逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
い
た
し
で
 

昭
和
六
十
二
年
五
所川
原
市

議
会
第
二
回
定
例
会
にあ
た
り
、
 

長
 

市
 

田
 

森
 

【
 



お
り
ま
す
が
、
三
中
を
は
じ
め

五
小
、
南
小
の
建
設
を
急
ぐと

共
に
第
二
次
学
校
整
備
五
か
年

計
画
を
策
定
、
実
施
い
た
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

遺
憾
乍
ら
こ
れ
ま
で
本
市
は

姉
妹
都
市
或
い
は
友
好
都
市
を

締
結
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、人
づ
く
り
、物
産
交
流

の
見
地
か
ら
出
来
る
だ
け
早
い

時
期
に
こ
れ
を
実
現
して
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

h景
『
気
浮
揚
対

策

に
極
ガ
配

慮
 

昭
和
六
十
二
年
度
の
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
び
く
不
況

の
た
め
、
市
税
、
地
方
交
付
税

の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、
ま
た

国
庫
支
出
金
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
運
営
が
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
冒
頭
に

申
し
上
げ
ま
し
た
施
政
方
針
に
 

『
 

の
っ
と
り
編
成
い
た
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

か
す
た
め
事
業
を
厳
選
し
、
重

点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
と
共

に
増
嵩
す
る
義
務
的
経
費
、
経

常
経
費
の
節
減
を
図
り
つ
つ
、
 

景
気
浮
揚
対
策
と
し
て
建
設
事

業
を
行
う
た
め
の
財
源
確
保
に

極
力
意
を
払
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
 

算
総
額
は
、
百
二
十
六
億
八
千

七
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当

初
予
算
と
比
較
し
て
四
ニ
ニ
智
、
 

五
億
一
千
八
百
万
円
余
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
 

「奉
仕
と
信
頼
の

市
政
」
を貫
く
 

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
展

望
す
る
と
き
、
小
職
に
課
せ
ら

れ
た
今
後
四
年
間
は
ふ
る
さ
と

の
命
運
を
左
右
す
る
最
も
重
要
 

その他 283,434千円（2.3%) 

使月11叫及び手数料 252,660千円（2.0%) 

~分よIl金及び負担金 404,708千円（3・29旬 

~県支出金 518,705円（4.1%) 

諸収A 955,386千円（7.5%) 

市債 980,000千一円（7.7%) 

地方交付税 3,380,000千一円（26.6%) 

市税 3,443,641千ー円（27.1%) 

ョ庫支出金 2,468,466千円 （19.5%) 国庫支出金 2,468,466千円 

民生費 3,173,758千円（25.0%) 

土木費 1,626,911千円（12.8%) 

総務費 1,629,873千円（12.8%) 

公債費 1 ,431 .559千・円（11.3%) 

衛生費 844,658千円（6.7%) 

農林水産業費 682 ,325千円（5.4%) 

消防費 496,118千円（3.9%) 

その他 686,152千円（5.4%) 

, 2,115,646千円（16 一 7%) 教育費 2,115,646千円 

』畿 

入 

歳 

出 

（
次ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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肥尋冒矛鳳 

 

菩： 

  

    

・般会計予算総額126億8,700万円に 

―般会計12‘億8, 7加万円の内訳 
( ）内は構成比 

―維持補修賢 118,231 (0.9%) 

一
性
質

別
予

算
構
成
比
 

一
 

補助賢等 

1,221,686 
(9.6%) 

物 件 賢 

987.394 
(7.8%) 

投資出資金“ 
貸付金 （ 
引7,4叩 

. (6.5%) 

その他 ，主．hh 
ふ轟旨 義務的 

。こ7三＝ 経賢 

雛費 (50.7%) 
驚謂 

繰出金 
720,764 
(5.7%) 扶 助 賢 

2,730,446 
(21.5%) 

公債賢 
1, 431. 159 

(11.3%) 

災害 
復旧事業賢 

85,159 
(0.7%)  

人 件 費 

2,273,729 
(17.9%) 

普通建設事業費 

2,301.032 
(18.1%) 

な
時
期
で
あ
り
ま
す
。
 

あ
く
ま
で
「
塞
仕
と
信
頼
の

市
政
」
を
貫
き
不
退
転
の
決
意

で
粉
骨
砕
身
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
 

い
か
な
る
困
難
な
時
代
を
も

耐
え
ぬ
い
て
き
た
不
挽
不
屈
の

五
所
川
原
魂
を
以
て
五
万
市
民

大
同
団
結
、
今
日
の
難
局
を
乗

り
切
っ
て
ま
い
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

（単位：千円） 



重点施策の主なもの （単位 I 千円） 

市民生活関連基盤の整備 

中央公民館高瀬分館建設 	 18,000 

市営住宅建替え（中層 3 階）18戸 215,911 

道路橋梁新設改良 	 295,021 

土地区画整理（南部地区） 	 104,960 

交通安全施設整備 	 43,712 

除雪機械（ 9 トン級）購入 	15,540 

消防施設（消防団関係）整備 	30,036 

農業及び公共土木施設災害復旧 	85,159 

上水道第 5 次拡張事業 

( 62-67年度総額 4,094,000) 

津軽広域水道（浅瀬石川ダム）企業団への出 

資 	 74,410 

下水道会計へ繰り出し 	 432,198 

（予算総額 1,142,128) 

梅田地区農業集落排水事業会計へ繰り出し 

26,634 

（予算総額 172 ,284) 

北部地区農村総合整備モデル事業 14,339 

五所川原地区消防事務組合負担金 435,447 

西北五衛生処理組合負担金 	351,381 

産業経済の振興 

三好農産物加工センター建設 	49,172 

工業用水道事業 	 589,199 

(62-65年度総額 1,675,410) 

団体営草地開発整備 	 105,690 

水田農業確立対策（地力増進施設、稲わら収 

集機1台ほか） 	 18,500 

落葉果樹産地整備（りんご用選別施設） 

16,666 

稲、麦、大豆等生産振興対策（堆肥生産施設、 

堆肥盤、マニアローダ、トレンチャー 3 台） 

13,750 

転作条件整備（小麦機械化一貫作業） 5,788 
農村地域定住対策（育苗施設 S 棟） 1,950 ノ 

第 4 回市農業まつ「〕 
	

2,000 

天災融資により被害農家の利子補給 19,269 

農道整備 
	

39,681 

農協再建整備対策 
	

2,520 

中小企業特別融資貸付原資 
	

260,000 

労働金庫貸付金 
	

25,000 

教育、福祉、体育、文化の振興 

106 、 461 

校舎及び屋内体育館総額 

1,345,121) 

503,272 

校舎及び屋内体育館総額 

997,251) 

幼稚圃就園奨励費 
	

15,398 

老人保健会計へ繰り出し 出し 	 87,806 

予算総額 1,7 予算総額 1,760,957) 

高額療養費貸付制度 
	

25,200 

長寿褒彰費 
	

7,998 

留守家庭教室の開設（カギッ子対策） （カギッ子対策） 3,803 

福祉基金造成への補助（59~63年度） 助（59-63年度） 2,000 

老人就労対策 
	

1,804 

母子家庭児童医療給付 付 	 1,450 

老人クラブ基盤確立基金造成への補助（61- 

67年度） 
	

1,000 

老人ひとり暮らし事故防止対策 
	

873 

観音林遺跡発掘調査 
	

2,343 

西北津軽の中心都市としての機能の整備

都市公園の整備 

北部公園（市民プール） 	 75,015 

菊ケ丘運動公園、狼野長根公園 71,857 

街路整備 

3 ・ 4 ・ 3 漆川岩木町線 	 53,000 

3 ・ 3 ・1田川三ツ屋線 	 20,000 

広域農道整備 	 37,682 

五所川原小学校建設 

(62-63年度継続 

第三中学校建設 

(61-63年度継続 
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圏
週
日
日
周
囲
目
⑨
助
囲
昌
臓
圏
圏
 
〈
 

固
定
資

産
税
が
 
増
護
嚢
博
 

H
 

軽
直
ざ
れ
ま
喫
“
?
 

半
島
振
興
法
の
指
定
に
基
づ
く
優
遇
措
置

適
用
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
 

( 第636-) 

4
周
胞
 
膿
綴
扇
 

中 

中 

ノ
 

、
 

ロ 
口 

県
議
会
議
員

一
般
選
挙
 

去
る
三
月
の
市
誰
会
第
ニ
回

定
例
会
で
，
市
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
に
係
る
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置
に
関
す
る
条
例
」
 

が
可
決
成
立
、
同
月
施
行
と
な

り
ま
し
た
。
 

こ
の
条
例
は
、
 「市
内
で
製

造
の
事
業
用
に
使
う
設
備
を
新

設
又
は
増
設
し
た
個
人
や
法
人
 

（誘
致
企
業
、
地
元
企
業
を
問

い
ま
せ
ん
）
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
導
乞
軽
減
す
る
」
と
い
う

も
の
で
、
同
条
例
の
適
用
期
間

は
昭
和
七
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
国
か
ら
本
市

を
中
心
と
す
る
西
・
北郡
と
東

郡
の
一
市
七
町
九
村
が
 
「半
島

振
興
対
策
実
施
地
域
」
の
塑
正

を
受
け
た
こ
と
に
基
づ
く
優
遇

措
置
の
ー
つ
で
、
工
業
振
興
に
 
 

あ
た
っ
て
大
き
な
弾
み
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す

る
と
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
対
象
及
び
要
件
 

①
薪
設
又
は
増
設
し
た
製
遺
事

業
用
設
備
で
、
家
屋
及
び
償

却
資
産
の
取
得
価
額
の
合
計

額
が
一
千
九百
万
円
を
超
え

る
も
の
。
 

②
土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

十
一
年三
月
三
十
一
日
以後

に
取
得
し
た
も
の
。た
だ
し
、
 

そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
以
内
に
①
の

要
件
を
充
た
す
家
屋
の
建
設

の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に
限

り
ま
す
。
 

▽
軽
減
の
期
間
及

び
割
合
 

軽
減
期
間
 
三年
間
 
 

軽
減
割
合
 
初
年
度
 
9
0%
 

二
年
度
 
7
5%
 

三
年
度
 
5
0%
 

こ
の
条
例
の
適
用
を
受
け
る

に
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、市
税

務
課
固
定
資
産
税
係

（
。⑩
ニ

一
一
一
番
 
内
線
ニO
一
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

市
で
は
、
「投
票
所
入
場
券
」
 

を
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
次
の

年
令
、
住
所
要
件
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
棄
権
を
し
な
い
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
年
令
要件
 
昭
和
四
十
二
年

四
月
十
三
m
以
前
に
生
ま
れ

た
方
。
 

マ
住
所
要
件
 昭
和
六
十
二
年

一
月
一
百
以
前
に
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
 

市
教
育
委
員
会
で
は
三
月
七

日
、
空
席
中
の
教
育
長
に高
橋
 

県
内
の
市
町
村
で
転
居
し
、
 

ま
だ
三
か
月
を
経
過
し
て
い
な

い
方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
際

は
現
住
所
地
の
居
住証
明
書
が

必
要
で
す
。
 

▽
不
在
者
投
票
 
投票
日
当
日

や
む
を
得
な
い
事
情
（
出
張
、
 

旅
行
、
出
稼
ぎ
、
入
院
、
出
産

予
定
者
等
）
で
不
在
に
な
る
方

は
、
四
月
三
日
か
ら
四
月
十
一

日
ま
で
の
期
間
に
不
在
者
投票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
印
 

清
徳
教
育
委
員
（
6
2）
を
任
命

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
先
に
市
教
育
委員

会
が
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
 

高
橋
氏
を
教
育
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
承
認
申
請
し
て

い
た
の
が
、
こ
の
ほ
ど
認
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
。
 

教
育
長
に
就
任
し
た
高
橋
氏
 
 

鑑
を
持
参
の
う
え
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ
お
出
で
く
だ
さ
 

そ
の
他
選
挙
に
つ
い
て
の
お

間
い
合
わ
せ
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
廿
⑩
「
一
一

一
番
 
内
線
三
ニ
七
、
三
ニ
九

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

し
 

は
、
そ
の
抱
負
を
「
こ
れ
ま
で

の
教
職
な
ど
の
経
験
を
十
分
に

活
か
し
、
学
校
教
育
は
も
と
よ

り
生
涯
教
育
の
充
実
に
全
力
投

球
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 

灘
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高橋 清徳氏 

》教
育
長
に
高
橋
氏
を
任
命
 

、／一
 

生
涯
教
育
の
充
実
に
全

力
ど
 



感
麟
鳳

録
鷲
）
」
食
咳
嘱
圃
一
 屍
鷲
濃
蔵
麟
醜
総
難
翻騒
 

市
で
は
、
二
月
一
一
 
愛
知
県
安
城
市
に
ある
日
本
電
 
は

新
青
森
空
港
が
供
用
さ
れ
ジ
 

状
況
を
た
ず
ね
る
と
、
山
田
収

十
五
日
か
ら
六
日
間
 
装

囲
高
棚
製
作
所
（
中
野稔
所
 
ェ
ッ

ト
化
が
可
能
と
な
る
な
ど
 

入
役
は
「
今
年
は
、
例
年
に
な
 

に
わ
た
っ
て
関
東
、
 
 

長
）
を
訪
間
。
 

高
速
交
通
体
系
の
整
備
も
進
ん
 

く
雪
が
少
な

く
、

市
民
も
本
当
 

東
海
方
面
の
十
事
業
 
山
田

収
入
役
は
、
市
の
漆
川
 

で
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
本
市
 

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

所
を
訪
間
。
本
市
か
 
工
業
団
地
や
高
度
技
術
に
対
応
 

へ
の
工
場
進
出
を
働
き
か
け
ま
 

も
身
体
に
十
分
気
を
つ
け
て
働
 

ら
の
出
稼
ぎ
者
を
激
 
し

た
実
践
技
術
者
の
養
成
校
で
 
し

た
。
 

い
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
 

励
す
る
と
と
も
に
、
 
 

あ
る
青
森
職
業
訓
練
短
大
の
状
 

？
」
の後
山
田
収
入
役
は
、
鹿
 

し
た
。
 

企
業
に
対
し
て
市
へ
 
況
、

ま
た
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
 

内
由
雄
さ
ん

（
4
0・
市内
湊
）
 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
事
業
所

の
工
場
進
出
を
働
き
 
リ
ス
と
半
島

振
興
法
に
基
づ
く
 

ら
五
人
の
出
稼
ぎ
者
と
市
の
近
 

に
は
山
形
市
民
課
長
が訪
問
し

か
け
ま
し
た
。
 

 

指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
さ
 

況
を
交
え
な
が
ら
懇
談
。

鹿
内
 

ま
し
た
。
 

二
月
二
十
八
日
に

は
山
田
収
入
役
が
、
 

  

一
 

一
 

 

ら
に
昨
年
東
北
自
動
車
道
が
全
 

さ
ん
ら
は
「
五
所
川
原
の
雷
は
 

通
し
た
と
と
も
に
、
本
年
夏
に
 

ど
う
で
す
か
」
と
ふ
る
さ
と
の
 

編
司
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ン
ト
を
も
ら
っ
て
大
喜
び
で
し
 

り
。
，J
 

O
 
一
 

《
 

左 

厩嘉i呆険料は 
4月分から 

7,400円に 
なりますI 

L市堤些ぎ全熱ーー 

地
域
の
教
育
に
と
図
書
寄
贈
 

ー
住
友
生
命
ー
 

さ
い
と
 
「野
草
検
索
図
鑑
J
rK
 

ポ
ー
ッ
教
室
」
な
ど
合
わ
せ
て

真

一
十一
一巻
を
寄
贈
、
同
社
の

粟
谷
卓
三
青
森
支
社
長
が
市
役

所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に
目
録

を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
が
今
年
度
で

司
立
六
＋
周
年
」
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、そ
れ
を
記
念
し
て
 

行
っ
た
も
の
で
す
。
森
田
市
長

は
こ
の
寄
贈
に
対
し
、
 「教
育

は
人
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め

に
十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

住
友
生
命
保
険
相
夏

お
社
で

は
三
月
十
一
日
、
市
立
図
書
館

と
市
内
五
つ
の
中
学
校
に
対
し
、
 

地
域
の
教
育
に役
立
て
て
く
だ
 

「断
一
，

か
天
草
の
心
得
な
ど
を
学
ぎ
矢
ま
め
で
女
つ
の集
血
 

陸
奥
新
報
社
主
催
の
「第
十
 

生
と
お
母
さ
ん
の
集
い
」
が
三
 

森
田
市
長
、
高
橋
教
育
委
員
長
 
最

後
に
ま
ん
が
映
画
も
上
映
さ

一
回
入学
お
め
で
と
う
新
一
年
 

・
月
四
日
、市
民
文
化
ム嘉
で
開
 
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
五
 
れ
、

児
童
達
は
記
念
の
プ
レ
ゼ

か
れ
、
新
入
学
児
童
が
入
 
所

川
原
小
学
校
の
伊
沢
そ
よ
教

学
の
心
得
や
交
通
ル
ー
ル
 
諭
が

入
学
の
心
得
に
つ
い
て
注

を
学
び
、
四
月
の
入
学
式
 
意
。
 

へ
早
く
も
心
を
弾
ま
せ
て
 
引
き
続

き
、
同
小
の
一
年
生

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
 

百
二
十
人
と
合
唱
部
の
先
輩
児

新
入
学
児
童
と
そ
の
父
母
 
童
逢
が

二

年
生
に
な
っ
た
ら
」
 

ら
約
千
三
百
人
が
参
加
。
 

な
ど
の
歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
踊

集
い
で
は
、
工
藤
尚
義
 
り
な
ど

を
披
露
し
、
新
入
学
児

陸
奥
新
報
社
長
が
 
「学
校
 
童
を
歓
迎
し

ま
し
た
。
 

へ
行
っ
て
も
お
父
さ
ん
、
 

ま
た
、
交
通
教
室
で
は
弘前

お
母
さ
ん
、
先
生
の
言
い
 
警

察
署
の
婦
人
巡
視
員
が
ぬ
い

つ
け
を
よ
く
聞
い
て
、し
 
ぐ

る
み
人
形
な
ど
を
使
っ
て
交

っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
 
通
ル

ー
ル
や
信
号
機
の
見
方
、
 

い
」
と
子
ど
も
達
を
激
励
。
 
通
学
時
の
安
全
歩
行
を
指
導
。
 

r
 



（第636号） 広報ごしょがわら 

を
乗
り
越
え

加
天
巣
立
鰯
 

市
劃
高
等
剥
割
学
院
で
卒
業
穂
 

凧糸を持づて孝る参加者達 

市交通事故防止災害対策本部 

新入学（園）児童の交通事故 
防止運動 

実施期間 4月6日～4月巧日 
◇運動の重点◇ 

1．新入学（園）児童の安全指導と保護 

活動の推進 

2．運転者の児童等保護義務の遵守促進 

3．通学（園）路等道路交通環境の整備 

第

5
回
津
軽
大
凧
 

を
揚
げ

る
大
ム
A
 

市
立
高
等
看
護
学
院
（
学
院

長

・
副
島清
治
西
北
中
央病
院

長
）
で
三
月
十
一
日
、
第
十
九

期
生
の
卒
業
式
を
行
い
、
男
子

一
人を
含
む
二
十
六
人
が
巣
立

ち
ま
し
た
。
 

式
に
は
副
島
学
院
長
を
は
じ

め
来
賓
、
卒
業
生
と
そ
の
父
母

な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席
。
副

島
学
院
長
が
卒
業
生

一
人
ひと
 
 

り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
後

層
学
は
常
に
進
歩
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け

自
ら
を
研
さ
ん
し
て
く
だ
さ
ど

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、森
田
市
長
が
「医

療
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
は
、
常

に
技
術
の
研
さ
ん
に
つ
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
暖

か
い
愛
情
の
持
ち
主
でな
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

博
愛
と
奉
仕
の
精

神
を
持
っ
て
、
そ

の
使
命
を
全う
さ

れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
 

ま
た
、
来
賓
と

し
て
県
環
境
保
健

部
長
代
理
の
村
元

正
敬
五
所
川
原
保

健
所
衛
生
指
導
監
、
 

川
浪
直
冶
市
議
会

議
長
、
日
本
看
護

協
会
県
支
部
長
代

理
の
成
田
久
枝
同

協
会
北
五
地
区
長

の
三
人
が
祝
辞
を
、
 

在
校
生
を
代
表
し
 
 て

二
年
の
青
山
ひ
と
み
さ
ん
が

送
辞
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
田
村
志
津
子
さ
ん
が
長

く
苦
し
い
三
年
間
で
し
た
が
、
 

今
思
う
と
本
当
に
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か

ら
も
常
に
向
学
心
を
持
ち
、
専

門
職
業
人
と
し
て
仕
事
に
臨
み

ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
式
を
終

わ
り
ま
し
た
。
 

同
学
院
は
三
年
の
定
時
制
で
、
 

入
学
後
ニ
年
間
は
畳
間
勤
め
な

が
ら
夜
間
同
校
で
授
業
を
受
け
、
 

三
年
目
は
、
昼
間
西
北
中
央
病

院
で
実
習
を
行
い
、
夜
間
に
授

業
を
受
け
る
と
い
う
も
の
。
入

学
者
に
と
っ
て
は
、
苦
し
い
こ

と
や
つ
ら
い
こ
と
も
たく
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
で
き
た
卒
業
の
喜
びは
誠

に
大
き
く
、
ま
た
意
義
深
い
も

の
と
い
え
ま
す
。
 

金
山
地
区
の
水
田
で
三
月
八

日
、
 「第
五
回
津
軽
大
凧

（
だ

こ
）
を
揚
げ
る
大
会
」
が
開
か
 

れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の

津
軽
凧
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
時
折
り
雲
の
す

き
聞
か
ら
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
、
春
ら
し
い
強
い
西
風
の
吹

く
絶
好
の
凧
揚
げ
日
和
。
 

同
大
会
は
、
陸
奥
新
報
社
と

津
軽
カ
イ
ト
ク
ラ
プ
が
主
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
は
も
と

よ
り
遠
く
は
東
京
、
名
古
屋
、
 

旭
川
な
ど
か
ら
約
七
十
枚
が
参
 

日
。
 

・

刀
 凧

揚
げ
は
、
D
ク
ラ
ス
（
西

の
内
二
十
枚
以
上
）
か
ら
順
に
 
 

大
き
な
凧
が
登
場
し
、
A
ク
ラ

ス
（
同
六
十
枚
以
上
）
の
凧
が

出
て
く
る
と
さ
す
が
に
迫
力
十

分
。
 

審
査
は
五
人
の
審
査
員
に
よ

っ
て
「
安
定
性
」
 
「う
な
り
」
 

「
マ
ナ

ー
」
 
俣
統
」
の
四
つ

を
基
準
に
行
わ
れ
、
津
軽
大
凧

日
本
一
賞
は西
の
内
百
二
十
枚

を
揚
げ
た
岩
木
凧
の
会
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
凧
揚
げ
の

合
間
に
は
、
主
催
者
が
提
供
の

豚
汁
な
ど
で
参
加
者
や
見
物
客

は
冷
え
た
身
体
を
温
め
て
い
ま

し
た
。
 

⑦昭和62年（1987年）4月1日 

新入学（園）児童を 

交通事故から守りましよう 
I[ 

 

 



-Ii 
専照電気 

南小学校 

現地 
至
平
和
町
 

れ
る
点
で
す
。
 

▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
 

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
 

四
月
一
日
か
ら
ニ
人

目
の
子
ど
も
に
も
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
主
な
改
正
点
は
、
 

義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
を
含
む
二
人
以
上
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
も
手
当
が
支
給
さ
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児
童

（
四月
一
日
現
在
で
満
四

歳
未
満
）
を
含
む
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
こ
と
。
又
は
小
学
校
三
年

終
了
前
の
児
童
を
含
む
十
八
歳
 

.
'
!
 

田目町国号舎園し良ワ 
0売払物件 

レ物件 土地 

ン所在 市内字元町81番19 
レ地目 宅地 

レ面積 257. 56m （約78坪） 

0入札 開札の日時及び場所 

レ日時 4 月10日（金）午前 9時受付 

午前10時入札、即時開札 

レ場所 市役所 5 階第二委員会室 

D条件 契約締結後 5 か年間は他へ転売して 

はなりません。 

0脱明会 4 月 7 日（火）午前10時から市役 

所 5 階第二委員会室に於いて 

一  0入札保証金 入札金額の100分の10以上（現 

’ 

	

	金又は、金融機関が振り出し若しくは支払 

保証をした小切手とします。） 

0契約締結の時期 落札決定の日から 7 日以

内 

〇契約保証金 契約金額の100分の10以上（現

金又は、金融機関が振り出し若しくは支払

保証をした小切手とします。） 

0入札の方法 一般競争入札とします。 

0入札参加者の資格 未成年者、禁治産者及

び準禁治産者並びに破産者で、復権を得な

いもの等は、入札に参加することができま 

します。 

※その他詳細については、市財政課管財係（内 

線356・357番）へお問い合わせください。 

現 地 案 内 図 

」至 

霧梨割高 

市役所の電話番号は⑩2川番 

未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育

し
て
い
る
こ
と
。
 

現
在
申
請
書
を
受
付
中
で
す
。
 

申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

実
際
の
支
払
い
は
六
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。
 

な
お
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
 

事
業
所
か
ら
の
支
払
い
に
な
り

ま
す
の
で
届
出
は
不
要
で
す
。
 

▽
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
 

m
保
険
証
 

②
銀
行
の
ロ
座
番
号
 

⑧
印
鑑
 

④
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
 

（
税
務課
か
ら
）
。
た
だ
し
本

年

一
月
一
日
以
降
に
転
入
の
方
 

お 

詫 

び 

ぐ県青年の脇諏醗D 
県では、国際的視野の拡大と協調の精神を培い、もって明日の 

青森県を築く有為な青年を育成するため、県青年の船を実施しま 

す。JS、るってご応募を．ノ 

▽訪間先及び寄港地 大韓民国（釜山・慶州）、中華人民共和国 

（大連・青島） 

▽期問 9 月 8 日～ 9 月21日（14日間） 

▽募集人員 本市から11人（県全体で330人） 

▽募集期間 4 月1日～ 4 月30日 

▽経費 個人負担額127,000円 

▽応募資格 ①市内（県内）に居住し、日本国籍を有する20歳以 

上30歳未満の男女（ 4 月1日現在） （②y悟国後、各地域、職場、 

青少年団体等においで活動が期待できる人。 

▽申し込み・間い合わせ先 市中央公民館（廿ぐ弱056番）又は県 

青少年婦人室 (か0177⑩1111番 内線2217番）ノ、 

た

と

し

効
の
無

人

は
 

、
L
 

し
 
ふ
オ
 

な
入

の

た

格
し

資

反

加

違

参

に

札

件

入

条
 

L
 

ュ
中
 

効

入

無
び
 

o
の

及

ん
札

札

せ
 
入
入
 

0
 

L  
国
道
一
O
一
号
線
 

去
る
一
月
十
五
目
方
、
ニ
月

十
五
日
号
、
三
月
十
五
日
号
の
 

「児
童
手
当
改
正
の
お
し
ら
せ
」
 

の
記
喜
中
、「
マ
受
給
資
格
者
」
 

で
「
義
務
教
育
終
了
前
」
と
あ

る
の
は
「
小
学
三
年
生
終
了
前

の
児
童
」
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

（
市
民
課
）
 

は
前
住
所
地
か
ら
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

云

内
線
二
七
六
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 

帆
児
童

手
当
改

正
の
お
し

ら
せ
 

％、 ー、．．’ 、’・ ． 

	

騒前鰯鴛ス戯回ン易ス臣“ソー 
i▽日時 4 月12日（日）午後 1 El寺 

(1 ▽場所 弘前市文化センター大ホール（ド白銀町） 

▽参加資格 満16歳から満25歳までの未婚女性（高校 

生を除く）で津軽地域に居住の人。 , 
了▽参加服装 各自用意の白ブラウスを着用すること。 
シ （スカートは自山）。 

ジ▽選出 ミス桜 1人 準ミス桜 2  

（ミスを海外旅行に招待） 

▽申し込み先と締切 中込書（又は封書で）に住所、 
氏名、生年月日、学歴、職業（勤務先）、趣味などを

書き、 4 月 6 日までに弘前市役所観光課 (1・0172⑩ 
1111番）にお申し込みください。また、顔写真（サ
ィズ自由）も同封してください。詳しいことや申し
込み用紙は申し込み先にどうぞ。 人

 ー‘、Jー．/ ‘ , 
	 、J、,、い一一,ーい 



「二二詑に苦筋ら買ってn 
' 
I お買い求めになりますと、 ，’ ' 
‘ たばこ消費税が市の収人 

' （たとえ lよマイ ルド七フいン ー”窒 ’ 

l翼了き411'] 40銭）にな ’畿ざ I 
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実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

4
月

1
1
7
 

H
圃
 

注
一
長
 
毘
 桜
 
沖
 
川
 
種
 

栄
富
 

門
 
田
 
詰
 
山
 
井
 

沙
 

飯
 

集 	会 	所 	前 

集 	会 	所 	前 

泉 谷 正 志 宅 前 

公 	民 	館 	前 

集 	会 	所 	前 

コミュニテイセンター中川前 

集 	会 	所 	前 

午前 9時30分～9時50分 

午前10時～10時20分 

午前lOft招0分～10時50分 

午前11時～11時20分 

午前11時30分～Il時50分 

午後1時～1時30分 

午後1 時40分～2時 

4
H

2
0I
I(
I
]
)
 

 

湊 

姥 	落 

稲 	実 

広 	田 

ヒッ館 

浅 	井 

集 	会 	所 	前 

神 	社 	前 

消 	防 	屯 所 	前 

市 農 協 栄 支 所 前

工 藤 理 容 所 前

ドライ プイ ン横綱前 

午前 9時30分～10時20分

午前10時30分～10時50分

午前11時～11時20分

午前11時30分～11時釦分

午後 1時～1 時20分

午後 1 時30分～1 時50分 

4

I
I2
1
 
I
I(
)
)
 

 

豊 	成 

俵 	元 

原 	子 

前田野目 

派 	立 

「新 	野 

り 	ん ご 倉 庫 前 

警 	鐘 	台 	前 

コミュニテイハウス原子前 

西 塚 	商 店 	前 

新 	谷 	啓 	宅 	前 

神 	社 	前 

午前 9時30分～9時50分

午前10O,-10時20分

午前II）時30分～I時

午前ll時10分～II時30分

午後 0時40分～午後1時

午後 1時10分～ I 時40分 

4
 T
I
 
2
2
 
E
l
 
困
 

松島町

同4 丁目

同2 丁『~ 

田園調布

鎌谷田】“ 

平和町

田町・栄町

旧市内 

八 丁 月 バ ス 停 前 

松 島 ス 	ト 	ア 	前 

松 	島 	会 	館 	前 

藤 	巻 	商 	店 	前 

防 災 セ ン タ ー 前 

集 	会 	所 	前 

白 	衣 	神‘社 	前 

市 民 文 化 会 館 前 

午前 9時30分～9時50分

午前10時"-10時20分

午前10時30分～10時50分

午前II時～11時20分

午前11時30分～正午

午後 1時10分-'-1時如分

午後1 時50分～2 時10分

午後 2時20分～2 時50分 

4
H

2
3
 
困
 

下平井町 

I日市内

旧市内

末広町 

小 	曲 

小 	曲 

老 人 ホ ー ム 前

しきしまコミュニテイ七ンター前 

斎 	勝 	駐 	車 場 

保 	健 	所 	前 

農 村 婦 人 の 家 前

秋 田 谷 旅 館 前 

午前 9時30分 'IO時

午前10時10分 '10時50分

午前11時～II時30分

午後0時40分～1 時20分

午後 1時30分～1時50分

午後 2時～2時20分 

4
H

2
4
 

 

宮
 
葉
 
川
 
瀬
 岡
 
川
 
川
 

新
 
若
 
田
 
高
鶴

L
 下
 

ケ
 
藻
藻
 

集 	会 	所 	前 

森 	の 	家 	前 

奈 	良 	商 	店 	前 

集 	会 	所 	前 

コミュニテイセンター三好前 

農 	協 	倉 	庫 	前 

消 	防 	屯 	所 	前 

午前 9時30分～9時印分

午前10時～IC時40分

午前10時50分～11時10分

午前II時20分～II時50分

午後 1 時10分-'-1時40分

午後 1時50分～2 時10分

午後 2時20分～2時40分 

※都合の良い場所で受けることができます。 

狂犬病予防注射と登録 

）犬の登録は年 I回です。 

犬の注射・登録手数料表 

区 分 金 

注 射 手 数 料 2,700円 

登 録 料 2,1 OOF1J 

計 4,800円 

＠飼い主の皆さんハ、 

(1）犬の登録をしないと l3万円以下の罰金 
(2）犬の注射を受けないと」 

※放し飼いは事故のもとです。 他人に迷惑を

かけますから絶対にしないでください。 

詳しいことは、市衛生課予防衛生係（か内

線 272番）へお問い合わせください。 

狂犬病予防注射日程表 

月
日
 

実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

4
 月

1
[
3
 

日
卿
 

みどり町 

梅 	田 

梅 	田 

中 	泉 

羽野木沢

持子沢 

コミュニテイセンタ一栄前

成 田 理 容 所 前 

支 	所 	前 

集 	会 	所 	前 

コミュニテイセン．タ一七和 

三 	上 	商 	店 

午前 9時30分--IC）時30分 

午前1叫40分～11時 

午前11時10分～ll時30分 

午前11時40分～正午 

午後1時～】時30分 

午後1時40分-'-2時 

4
月

1
[
4
B

因
 

福 	山 

野 	里 

神 	山 

松野木 

福 	岡 

若 	山 

戸 	沢 

石 岡給油所倉庫 前

野 里 公 民 館 前 

松 	野 	商 	店 	前 

十 	文 	字 

佐 々 木 商 店 前 

集 	会 	所 	前 

斎 藤 精 米 所 前 

午前9時30分～9時50分

午前I加寺～10時20分

午前loft寺30分～10時50分

午前11時～11時20分

午前11時30分～11時50分

午後 1時20分～1 時如分

午後1時50分～2 時10分 

4

;
'
l
1
5
 
E
l@
t
)
 

 

崎
坪
性
 

町
隆

詰
詰
崎

桃
 
一
 
馬
平
 
興
 

飯
 
飯
 
下
 
野
 

岩
 

バ 	ス 	停 	前 

対 馬 静‘ 賢 宅 前 

集 	会， 	所 	前 

渋 谷 俊 ー 宅 前 

竹 	内 	商 	店 	前 

秋 	元 	商 	店 	前 

支 	所 	前 

集 	会 	所 	前 

午前 9時30分～9時50分

午前100か'-I時20分

午前 IC時30分～11時50分

午前11時～11時20分

午前11時30分～II時45分

午後1時～1時20分 

午後 1 時30分～2時 

午後 2 時10分～2時30分 

4

月

1
[
6
B

困
 

川
川
岡
田
尾

山
畑
柳
 

十

漆
石
米
水

金
 
吹
唐
 

野
 

笠
 

吉 	村 	商 	店 	前 

神 	社 	前 

寺 田 武 道 宅 前

対 馬 精 米 所 前 

集 	会 	所 	前 

児 	童 	館 	前 

毛 内 光 春 宅 前 

丁 	字 	路 

午前9時30分～9時50分

午前10時～10時20分

午前1時30分～1叫50分

午前11時～11時20分

午前II時30分～11時50分

午後1時20分～1卑0分

午後 1時50分～2時I0分

午後 2時20分～2 時40分 



みん桧の健康教室 
医師会と家庭を結ぶ 「みんなのイI劃求教 

室」 が次の日程で開かれます。 お気軽に 

おいでください。 

今回のテーマ 「タバコと酒の害」 

D 日時 4 月24日（金） 午後 in寺 

D 場所 市保健センター 

）講師 兼平 亘先生 

（兼平内科小児科医院長） 

堕響勲 
主催 北五医師i会 市民保健協議会 

健康 

コーナー 

「愛の献血」にご協力を！1 
4 」」 8 日（加 七和全紺l区 

ン場所 コミュニティハウス原子前、 

七 和 農協 前 

中央公民館前田野目分館前 

高野文化センター前 

七和埋三区の方々には、後日時間をお知ら 

せいたします。 
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16
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午前10I1，から 
10時45分まて；' 

大
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午前hli寺から 
午後 0 時30分まて’ 

スーパー亀屋 
乾橋店前 

困
  

午後 2 時から 
40寺まで 

スーノfー亀屋 
松島店前 

27H

(JI) 

午前10時から 
正午まて与 

本町 マルカ 
カサイ駐車場前 

午後I時30分から 
4 時まて4 

市役所前 
お祭り広葛I 

休日・夜間の急病は 
在宅医師ク）!!(l会は消防署へ 

ft35 一2019番 
H 引田川瀬’静（救急医療部会） 

昭和62年（1987年）4 月 1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第636号）⑩ 

「長期婦人電気講座 I 
~ 	受講生募集」 

レ期間 4 月～12月。 8 月を除く毎月1回開 

催。 午前10時～正午 

レ場所 束北電力囲五所川原営業所 

レ募集人員 30人（主婦を中心とした婦人層） 

1:;' 受講料 無料 

ン申し込み締切 4 月15日（水） 

お申し込みや詳しいことは、東北電力妹）五 

所川原営業所・営業課サービス係（か⑩2151 

番）へどうぞ。 

~ 

「銃剣道教室開講 	~ 

~ 	受講生募集」 

D開校日 4 月12日午後 211寺 (4 月一～11月の

の毎週水、土曜日の午後 4 時～ 6 時） 

）場所 サプ体育館（勤労青少年ホーム隣り） 

レ受講資格 市内小・中・高生（男女共。 た

だし、女子は短剣道としますJ 
レ服装 各学校で使用しているスポーツウェ

ア。 希望者には運動着を準備しますJ 

レ賢用 年会費 1,000円（傷害保険料含む） 

※今年 8 月中旬、本市で小・中・高校生の県

下銃剣道大会が開催の予定です。 

詳しいことは、廿⑨24 84 番、又は雪⑩2642 

番へどうぞ。 

主催 全日本銃剣道連盟五所川原協会 

~ 	協賛 市教育委員会 
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